
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ★自分で学ぶ子 
★仲よく助け合う子 
★自分できたえる子 

「心豊かで、実践力のある子どもの育成」をめざす結小 令和６年１０月１日 

 

「人間の価値をどこで測る？」 運動会で感じてほしいこと 

   校長 中野 由美 

 10月２６日（土）に運動会が予定されています。明日１０月２日（水）に結団式を行い、

いよいよ本格的な取組がスタートします。 

９月１７日（火）の昼休みに、赤団白団それぞれの団リーダーが校長室に来て、どんな運

動会にしたいと思っているかを話してくれました。  

  

 

 

 

私は、団リーダーに次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童には、足が速いか遅いか、勝つか負けるか、それだけの物差しで自分や仲間の価値を

測る人間にはなってほしくありません。人はそれぞれ得手不得手がありますが、一生懸命や

るかどうかは、心構え次第です。運動会を通して、人間の価値はどこにあるのかを考え、自

分のことも仲間のことも今まで以上に好きになってくれたら、運動会は大成功だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい 

心ひとつに 
全力 
あきらめない 

 

団リーダーからは、このような言葉が多く

聞かれました。勝ち負けだけではなく、みんな

で最後まで頑張って、思い出に残る運動会に

したいという気持ちが伝わってきました。 
 

一人ずつ思いを話す団リーダー 

■足が速いか遅いかで人間の価値は決まるのでしょうか？  

■遅くても全力で必死に走る人を見たら、きっと応援したくなります。 

速くても手を抜いている人を見たら、きっと応援したくなくなります。 

■互いを応援し合い、心ひとつに楽しい運動会にするには、全力で必死に取り組む一人一人 

でなくてはなりません。そのモデルとなるのが団リーダーです。 

■人前で話すことが苦手な子がいるかもしれません。それでも、あなたが一生懸命心を込め 

て話す姿があれば、必ず思いは伝わります。みんなの前で威張るリーダーではなく、苦手 

なことから逃げずに、誰よりも必死に取り組む、真のリーダーになってほしいです。 

■団のみんなが楽しかったと言えるように、自分自身が楽しかったと 

言えるように、全力を出し切る運動会を、みんなの手で作ってくだ 

さい。日常の一つ一つの言動が真のリーダーに向かう道になります。 

一つ一つに、チャンスは一度きりという思いで向かってください。  

足が遅くても最後まで全力で走る姿はすてきです。 

トップと分かっていても力を抜かずに走りぬく姿もすてきです。 

転んでも立ち上がって、また全力で走り始める姿はかっこいいです。 

係の仕事を丁寧に行う姿を尊敬します。 

仲間の頑張りに心から拍手を送る姿に感動します。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結ぶ手と手が輪になって ～結小学校の輝き～ 

表彰 

■第７４回社会を明るくする運動作文コンクール 

【最優秀賞】 ６年 藤井 彩乃 さん 

    （大垣保護区代表として県審査会に出品） 

【優秀賞】  ６年 藤﨑 志穂 さん 

【入選】   ６年 川瀬 らかん さん 

       ６年 服部 花菜 さん 

       ６年 古澤 彩夢 さん 

■令和６年度安八郡児童生徒科学作品展 

【特選】   ４年 山口 笑央 さん 

（郡代表として県審査会に出品） 

【入選】   ２年 本田 健人 さん 

       ４年 岡田 彩良 さん 

       ５年 岡田 怜夏 さん 

     ６年 岡田 耀平 さん 

■令和６年度安八郡児童生徒読書感想文コンクール 

【入選】   １年 堀 稜生  さん 

       ２年 本田 健人 さん 

       ３年 浜辺 愛梨 さん 

       ４年 安田 紗保 さん 

       ５年 安田 朝陽 さん 

       ６年 堀 竣一  さん 

■こどもけいさつ絵画コンクール 

【入選】   ４年 岡田 彩良 さん 

       ４年 桑原 歩  さん 

       ４年 後藤 優月 さん 

       ４年 藤田 楓花 さん 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

「結見守り隊」交流会 

９月１７日（火）の朝、町長、

教育長のご臨席を賜り、「結見守

り隊」交流会を行いました。結見

守り隊と学校、地区委員等の保護

者代表が、児童の安全な登下校に

ついて意見を交換しました。 

 あいさつや熱中症対策等、児童

や学校のよさを認めていただきま

した。一方、特に下校時に集団が

バラバラになる傾向があるなど、

今後指導が必要なことについてご

意見をいただきました。 

 詳しい内容については、後日会

議のまとめとしてお配りします。 

ご家庭におかれましても、ぜひ結 

見守り隊を話題にしていただき、

感謝の気持ちを確認したり、登下

校の様子を振り返ったりしてみて

ください。 

 

 

現在、運動場の遊具の一部が使用禁止になっています。学校では、

定期的に施設安全点検を行っています。特に遊具は専門の会社に検査

を依頼し、その報告を受けています。 

報告を受けて、修繕可能箇所については学校で対応しています。し

かし、中には、体の一部を挟む、落下する、等の危険性が指摘された

箇所があります。学校では、命に関わる大きな事故になる可能性を放

置することはできないと考え、使用禁止の判断に至りました。ご理解

をよろしくお願いします。 

暑い日も 
雨の日も 
いつも変わらず 
その場所で 
見守り続ける 
当たり前の毎日 
いえ 
当たり前ではなく 
有難い毎日 


